
_ 1':"， 736 ¥}- -

金

T
ロH
a
rノ
A

Y

a

，

中
山
茂
尚
さ
ん
天
神
四
(
南
天
神
町
)

金

子

順

平

さ

ん

上

溢

尻

竹

間

際

市

至

ん

卸

，

L
叶

村

田

大

介

さ

ん

長

島

昭和52年 2月16[j 

第 737号

発行上 lil 1I 

編集秘書 J
電話上回@41()(J

印刷田辺印 刷|

'j) 広報
六八 七七
六ー六六

北
村
元
弘
さ

ん
縁
が
丘
一

水
下
美
和
さ
ん

小
休
で
い
の
き
ん

小
林
シ
ズ
エ
さ
ん

昭和27年12月22日第3般郵便物認可.~If 月 1 日・ 1 6 日 発行 ・ 定価 1 古1\3 阿

新
屋
)

諏
訪
形

t
沢

東
筑
地

五八 五
三八 O 三

長院院

七六七
四六六

日司
1
升

下
之
郷

東
五
加

新

町

大

湯

島内内

保
科
弥
き
ん

横
関
正
中
さ
ん

松
沢
太
一
き
ん

川
谷

一
江
さ
ん

中
沢
悦
治
き

ん

春
原
貞
雄
さ
ん

山
崎
け
さ
と
さ
ん

小
林
か
し
く
さ
ん

丸
山
喜
一
さ
ん中
央
一
一
(
海
野
町
)

ハ
五

L

-

i

d

，r

、

用

除

印

字

ι
H
1
1
d
4
e
A
，
!1ν

こわくないぞ
2月3日の節分の日、大屋商工会青年

部の皆さんカ、赤鬼、青鬼や七福神に仮装

し、商庖街を福豆をくばりながら、 ねり

あるいた途中、神川第一保育園を突然訪

問しました。

赤鬼、青鬼をこわがる子、お もしろがっ

てとびっく子、七福神から福豆 をも らい

よろこぶ子など、短い時間でし たが、子

供たちは大よろこびでした。

f 
あノ〆七福神t:、お もしろいね
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や っぱ η
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崎
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口

市長相談日

「市民と市長の 日」を 3月

時まで市役所 3階市長室で

1日(刈午前 9時から午後 4

単語通
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主 な内 容

惇|道 18号線許容交通量の二倍、バイパス建設にこ協力を…

火災は人災防くはあなた
春季全国火災予防運動 2月28日一 3月13日・・

固定資産課税台l阪の縦宛 3月 i出刈-22日(刈・...

1災地問題なんでもど うぞ、毎月 1日農地相談.....

M祉 ・教育-商工・建設など重点に50年度決算

市営住宅の入属者~ .~

中寺l長国{米だより…
七
五
七
五

行います。

お気軽におでかけくださし、。
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市

の
大
動
脈
と
も
吾一面、
つ
べ
き
、
国
道

協
一
八
号
線
は
、

三
十
年
ご
ろ
に
市
内
の

端
全
区
聞
が
通
行
可
能
に
な
り
、
砂
利
道

慌

で
あ
っ
た
路
面
も
舗
装
さ
れ
、
歩
道
の

一

設
置
、
横
断
歩
道
僑
の
架
設
な
ど
整
備

一

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

一

こ
の
国
道
一
八
号
線
の
許
容
交
通
量

一
は
、

一
日
(午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
)

号
当
り
山
収
ト
品
、
神
川
地
籍
で
一
万
五
百
台

幻

常
磐
城
地
籍
て
九
千
四
灯
台
の
自
動
車

n
i
 
第
い
か
ス
ム
ー
ス
に
通
行
で
き
る
規
模
で
建

-

設
さ
れ
ま
し
た
。

ー第 737号~

なコたら

に避難

するの

と
こ
ろ
が
現
在
で
は
、
自
動
車
が
著

し
く
増
加
し
、
交
通
量
が
神
川
地
籍
で

二
万
一

千
台
、
常
磐
城
地
籍
で

一
万
九

千
二
百
台
と
許
容
交
通
量
の
二
倍
に
達

す
る
自
動
車
で
、
国
道
は
飽
和
状
態
、

交
通
事
故
の
多
発
地
区
に
も
な

っ
て

い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
を
解
消
し
、
市
の

発
展
を
図
る
た
め
、
国
道
一
八
号
バ
イ

パ
ス
実
現
を
目
指
し
、
四
十
七
年
か
ら

関
係
地
区
の
皆
さ
ん
に
-
」
協
力
を
お
願

い

l
レ
グ
に
い
本
A
V

寸
7
0

飽和状態の国道18号線(国分付近)

現
在
、
第
一
期
工
事
区
間

(
上
塩
尻

か
ら
浅
間
山
ろ
く
広
域
農
道
)
の
皆
さ

ん
に
測
量
の
承
諾
を
お
願
い
し
て
お
り

す
で
に
、
上
塩
尻
、
秋
和
、
新
田
地
区

は
測
量
が
済
み
設
計
も
終
了
し
ま
し
た

が
、
蛇
沢
、
緑
が
丘
北
の
二
地
区
は
、

地
区
内
通
過
の
現
在
の
計
画
線
で
は
反

対
と
、
測
量
承
諾
か
得
ら
れ
な
い
状
況

で
す
。
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(第一期工区)測量承諾状況
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火
災
は
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災

防
ぐ
は
あ
な
た

ノょう

し
か
し
、
山
地
区
と
も
国
道
バ
イ
パ

ス
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
理
解
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
市
は
、
関
係

地
区
の
皆
さ
ん
が
要
望
し
て
い
る
代
替

地
の
確
保
に
最
善
の
努
力
を
は
ら
い
、

す
で
に
か
な
り
の
面
積
の
代
替
地
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

事
業
主
体
で
あ
る
国
で
も
、
用
地
買

収
補
償
は
適
正
弘
価
格
で
行
い
、
騒
音

300人l
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の
第
一
位
は
た
き
火
の
不
始
末
、

つ
い

で
カ
ス

レ
ン
ヂ
の

消
し
わ
す
れ
、

7

y

な
ど
の
公
害
問
題
に
つ
い
て
も
十
分
な

配
慮
を
し
、
関
係
地
区
の
皆
さ
ん
に
納

得
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
す
る
方

針
で
す
の
で
、
関
係
地
区
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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チ
の
不
始
末
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取
り

扱
い
不
注
意
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
間

つ
の
原
闘
に
よ
り

一
下
七
行
七
十
六
万
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中，
リ
U
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神
川
地
獄
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力
五
行
ムH

常
供
域
地
情
帽
で
九
千
四
行
ム刊
の
白
動
市
中

が
ス
ム
ー
ス
に
凶
行
で
き
る
脱
出
院
で
往

M
J

れ
ま
し
h
'

発
展
を
凶
る
た

イ

パ
ス
実
現
を
目
指
し
、
四
十
七
年
か
ら

閲
係
地
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の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
を
お
願

L
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災
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防
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は
あ
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春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

〈

2
月
お
日

j
3
月
日
日
〉

「
春
K
F
全
国
火
災
予
防
運
動
」
は、

昨
年
ま
で
県
北
部
の
降
雪
な
ど
長
野
県

特
有
の
気
象
条
件
に
よ
リ
、
四
月
十
日

か
ら
二
十
三
日
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が

今
年
か
ら
は
、
全
国
統
一
運
動
期
閉
め

二
月
二
十
八
日
聞
か
ら
三
月
十
三
日
制

に
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
季

節
特
有
の
突
風
が
吹
く
な
ど
火
災
が
発
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みなさんの

土地建物の税金は

(時産課税械の ) 
縦覧 3 月 1 日(火)~22 日(火)

家族て火災予防について話し合いましょ う

生
し
や
す
い
条
件
が
重
な
り
ま
す
。

ま
た
、
寒
さ
も
や
わ
ら
容
は
じ
め
、

暖
房
器
具
な
ど
火
の
元
に
対
す
る
注
意

も
お
ざ
な
り
に
な
り
が
ち
で
す
。

火
は
、
わ
た
し
た
ち
が
生
活
す
る
う

え
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
り
命
ま
で

失
う
危
険
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

五
十
一
年
度
、
上
田
市
の
出
火
原
因

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

の
第
一
位
は
た
き
火
の
不
始
末
、

つ
い

で
ガ
ス
レ
ン
ヂ
の

消
し
わ
す
れ
、

7

y

52年度固定資産税(土地、長E物など)の基礎とな
る評価額が決まりましたので、課税台帳を納税者の

皆さんに見ていただくことになリました。 この機会

にぜひごらんください。

縦覧する台帳=土地課税台帳、土地補充課税台帳、

家屋課税台帳、家屋補充課税台帳、

償却資産課税台帳

縦覧の期間と時間一 3月 1日(刈から 3月22日(刈まで

毎日午前 8時30分から午後 5時まで

ただし土略日は正午まで、日曜、祝

祭日は休みます。

縦覧の場所=市役所 1階総務部資産税課

決定した評価額一52年度は、据置年度にあたるため

土地については地自の変換、家屋に

ついては、改築や煩壊などがない場

合は、昨年決定した価格カ、据置かれ

ています。したがって地自の変換が

あった土地、新築や増築のあった家

屋は評価替や新しい価格が決定され

ていますので、該当される皆さんは

言iJ'iilli富頁を ごらんください。
審査の申し出一地自の変換や家屋の新築・増築のた

め評価替や新しく価格の決定があっ

たもので、固定資産課税台帳にのっ

たことがらに不服のある人は、 3月

1日から 4月 1日までの聞に、文書

で固定資産評価審査委員会に「審査

の申し出」をすることができます。

この審査の申し出は、 4月 1日まで

に限られ、その後は認められません

税負担の調整ー51年度か ら、土地の固定資産税は、

地方税法の規定によ り一定の負担調

整措遣が行われています。(詳細は

広報うえだ第719号)

問合せ=総務部資産税課(宮@4100内線 236

有線②0681)

お

』30% 

20% 

10% 

チ
の
不
始
末
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
取
り

扱
い
不
注
立
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
四

つ
の
原
因
に
よ
り

一
千
七
訂
七
十
六
万

八
千
円
も
の
財
産
が
灰
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の

火
災
は
、
十
分
注
意
し
て

取
り
扱
え
ば
、
全
部
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
た
は
ず
で
す
。

こ
の
運
動
を
機
会
に
、
火
山
A

を
使
用

す
る
場
所
や
器
具
の
使
用
前
と
使
用
後

就
寝
前
や
外
出
時
に
必
ず
点
検
す
る
こ

と
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
家
庭
で

カ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
器
具
の
正
し
い
使
用

方
法
、
子
供
の
火
遊
び
の
危
険
性
、
い

ざ
火
災
の
と
き
の
避
難
方
法
な
ど
火
災

予
防
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う。

毎月 1日農地相談

く農業委員会事務局〉

近年、地価の高騰やI災地転用の増加により、農地
に関係したいろいろの問題がふえ、その内谷も複雑

で深刻さを培しています。

段業委員会では、これらの問題で悩んでおられる

皆さんのために毎月 1日に「農地相談」を聞きます

ので、お気軽に 市役所二階段業委員会事務局へおで
ヵ、けく Tごさし、。

お閉会せ=農業委u会 事務局(宮@4100内線 337有
線②0761)
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福
祉
・
教
育
・
商
工

建
設
な
ど
を
重
点
に

附
和

h
卜
年
度
-
般
会

J
、
特
別
会

;
川
的
決
切
か
卜
4

-

川
辺
倒
山
説
会
て
必

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
'
}
の
内
科
を
公

-
A
し
ま

t
o

一
般
会
計
決
算

凡
え
』
三
十
土
、

k
k
念
前
川
I

、
卜
よ
υ

白
河

ノ
J

一一

n
f
ト

a
L
m

ノ

砂

本

企

何

/

ノ

r
1

・二

r
l
U
問
卜
万
一二
了
l
ん

U
L
ハ
川
、
小
成
山
山

総
飢
八
十
阿
倍
附
下
九
行
問
卜
二
力
九

下
人
行
ん
卜
九
川
と

な

り

だ

し

引
き

報

-
似
八
下
川
ん
卜
じ
が
川

f
-
行
じ
川

広

の
削
山
下
決
外
で
終

f
し
ま
し
た
。

こ
れ

一

を
的
年
度
と
比
較
し
て
み
る
と
、
必
入

一

総
似
て

一一

川

-
K
%
、
必
山
総
制
で

川
川

一一

五
%
の

仰
い
比
中
て
す
。

山
附
必
人
の
、
正
る
も
の
は
、

市
川
悦
が
必
入

昨
峨
総
舶
の
三
九
・
二
%
を
山
め
、
つ
い
で

附
引

地
ん
交
付
鋭
、
凶
州
立
出
金
な
ど
と
な

一

勺
て
い
ま
す
む

一

必
山
で
は
、

川
祉
が
業
の
υ
山
中
州
H

か

一

全
体
の

ニ
パ
・
五
%
を
山
め
、
つ
い
て
総

一

務
代
、
数
行
代
な
ど
と
る

っ
て
い
ま
す
r

号巧-
q

‘υ
 

n
，，
 前山

即 えつ
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b，410万[1]
建 ~'J~業
8，370万円

行維持制i助

2，049万円
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民生費

211軍5.279万円

(255%) 

50年度

決算

総務費

1311車6.393万円

(161%) 
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50年度特別会計決算の状況 (単位hllJ)

入

86億3，140万円

一般会計の主な使いみち

~人 [;J~. 扮4 代 2 f忠:5 ， 098 )j l' J 
身体附'， 1千村神 i~!f.¥)唱者媛議

1 f立2，516力一川

I，;J利，t.J~似:;;:i J克 t'^:flii i 'J';業3，082)j1'J

卜之条似TII，il.i'iJj'T，Y:築 't';;[(J日地合)
1)， 163)jl'J 

1，607 Ji l' J 
2 f.芯8，811)jドl

小'γ:校校合改築 'j:';業

( ~~~h役、j:I.;\_ J，L.、何山 1) 2 f.M，948万戸l
rr乍校IずI改刑事事業

lf.8'、9，815hllJ 

テニスコート新設事:業

1，002 Ji l' J 

市税

331唖8.180万円

(392%) 

:i LýJJ リより、吋~'('( 
jJ、 日)) ，{ 

歳
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公害について考えよう

公害問題講演会を開催
く2月23日(水)消防会館〉

市道新設改良舗装 'I~l

2 f怠1，322JjIIJ 1156かliJT)

l，交通安全地J.Q~:，X fiぬ

J 1，796)) JlI(37!'tl 

郎rliJ十l白Hh路・1'，1，
11.0'16 J; 11]( 5かJI，わ

公 共 F水道'J';:;(c繰11¥<"v.

1 f.~ 1 ，266 h円

rlJ営住宅建設ιF業
~ 1 1 f怠4，931)jJlJ(361イ)

公害?の現状と私た ちをと りまく生活環

境につ いて、講演会を次 に より行いま す

ので 、お誘いあ って 、お気 軽にお でかけ

< 1.ごさし、。

と き= 2月23日制午後 l時30分か ら

ところ=消防会館(大手 2丁目 )

演 題=私たちの生 活環境

講師=桜井善雄 さん

〔略歴〕信州大学繊維学部助教授

広 く公害問題に積極的にとり く

み、長野県内の河川 、湖沼はも

とよリ、県外の 水質調貨など幅

広 く活躍されています。著書 に

「上田市の生活環境Ji伝')+1の降

水Ji自然保護 を巧ーえ る」 などカ、

あります。

現在、上田市公害 対策審議会専

門委員 、長野県水質審議会委 員

(単位万ドJ)

ぷ号♂滋以三丘三泌総が泌が以 λ計j之、W:j
国民健康保険事業 政)$憶5誤射

16槽l

公共下水道事業
正民提?;L 3h5 Ja1聡悲7込 ミ 72t;;、長 止与;否司認総31j務7477f 万円 ~ :慣偉67 96656万万円阿

土地取得事業
滋弓守ぷ泳三対抗京以♂己r億憶

資同和金地等貨区住付宅事新業築
ヂ三以考古続縦波1叶 2億8.851万円

21章8，835万円

福事祉業事業センタ一

塩事田業有線放送電話

食肉センタ一事業ド

交通災害共済事業

ま

す。

.4頁の50年度決算見出中「歳出86億円J
は「歳出84億円」の誤りです。おわびし
て訂正いたします。

15憧
斗ー

101軍51軍

50年度特別会計決算の状況
4億3億2億l 億

特別会計の

主な事業状況

国民健康保険事業

国保加入状況

世帯数12，281(加入率40.0%)

被保険者数35，295人(加入率33.1%)

保険給付状況

件 数

費用額

保険者負J日分

受診率

受診件数 210，285件(598.0%)

高額療養食給付状況

件 数 2，82lf!1

給付額 8，391万円

食肉センタ一事業

自動皮は ぎ機設置工事

交通災害共済事業

共済援卜金収入 1，375万円(62，568人)

凡純金主給状i5tl，2137万円(256ft.) 

同和地区住宅新築資金等貸付事業

貸付額 2億6，784万円(74件 )

土地取得事業

公有財産隠入

補償補墳'(.l(

公共下水道事業

公共下水道主主設

241，1361牛

2例意2，453万円

14億 1，562万円

790);円

4，769万円(20件 )

317万円(2件 )

3 f.e3， 323万円
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国保特別会計決算状況
(昭和50年度) 150年度|

国
保
特
別
会
計
の

印
年
度
決
算

〈
画
風
出
〉

医
療
機
関

へ
診
療
報
酬
と
し
て
支
払

い
を
す
る
療
益
給
付
費
、
療
養
貨
を
は

し
め
向
制
療
益
費
、
助
産
賞
、
育
児
手

当
金
、
葬
祭
賞

(保
険
給
付
費
)
な
ど

が
全
体
の
九
三

・
八
%
を
し
め
、
次
に

国
保
事
業
を
行
う
に
必
要
な
経
費

(総

務
質
)
と
し
て
三

・
八
%
保
健
婦
が
保

健
予
防
、
家
庭
訪
問
、
健
康
相
談
な
ど

決
算
状
況

の
活
動
に
必
要
と
す
る
経
費

(保
健
施

設
資
)
と
し
て
二

・
三
%
そ
の
他
の
支

出
が

0
・
一
%
で
す
。

特
に
保
険
給
付
費
に

つ
い
て
は
前
年
に

比
較
し
て
二
六

・
六
四
%
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉

診
療
費
や
療
養
費
な
ど
国
保
会
計
が

負
担
す
る
額
の
う
ち
四
O
%
が
国
か
ら

交
付
さ
れ
、
そ
の
額
は
歳
入
全
体
の
六

E

j

j

)

 

刊
鐙
qwm一
政

n
U
-
戸
ト
s

一コ
J

旧
日
一
平
ロ
一
ヰ

ω

一円

U

一
二

唱

i

一円
U

-

7

/

p
h
v

一
「
「

υ
-
n斗

費
一
7
，一
J

tη

一コ
J

7

i

M
M

一
費
一
出

話
一
設
一
支

施
一
の

健
一
他

保
一
の、そ

人
へ
被
保
険
者
)
め
資
格
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き
は
世
幣
主
が
十
四
日
以
内
に
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

(
左
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い

)

〈
社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き
〉

)
]
円
6

m一汗川町

-
J
一
九
円

J
n
u

u
-
4
(
 

円
一
叩

千
一
入

叩
一
収
9
・一の
お
一他

金
一
の

抱
一
そ

絹
怖
一

二
・
七
%
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
い
た
保
険
税
が
二
九
f

七
%
、
さ
ら

に
市
の

一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
へ
四・

九

%

(
八
千
百
六
十
五
万
二
千
円
)
が

繰
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
繰

越
金
な
ど
の
収
入
が
あ
り
ま
す
。

国
か
ら
交
付
さ
れ
た
額
は
前
年
に
比

較
し
て
二
五
・
八
八
%
、
保
険
税
は
二

二

・
九
二
%
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す

ま
た
、
歳
出
の
保
険
給
付
費
は
全
体

の
九
三
・
八
%
こ
れ
に
対
し
歳
入
の
国

庫
支
出
金
は
、
全
体
の
六
二

・
七
%
そ

れ
に
保
険
税
の
二
九
・
七
%
を
あ
わ
せ

て
、
九
二
・
四
%
が
ほ
ぼ
歳
出
の
保
険

給
付
費
に
相
当
す
る
数
字
に
な
り
ま
す
。

届出は

く早く

脱退屈など〕

正し

〔国保加入、

に所
加を 国
入異 保

し動 に
たし 11日
とた 入

きり し
は、 て
、新 ぃ

次し る
のく 皆
こ社 さ

と会 ん

が保 が
ら険 住

返
還
分
は
勤
め
先
の
担
当
者
と
ご
相
談

さ
れ
社
会
保
険
事
務
所
へ
療
養
費
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
医
療
機
関
の
窓
口
で
は
保
険
証
の
変

更
を
は
っ
き
り

「の台所

老人医療費

5億5千万円

老人・高額

療養費の

支給状況

五
十
年
度
決
算
の
老
人
医
療
費
の
支

給
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

被
保
険
者
数
は
、
年
間
平
均
三
万
五

千
百
六
十
三
人
そ
の
う
ち
七
十
歳
以
上

の
老
人
医
療
費
の
支
給
対
象
者
数
(
年

間
平
均
)
三
千
三
百
九
十
三
人
で
全
体

の
九
・
六
%
(
全
国
七

・
二
%
)。

療
養
諸
費
は
二
十
億
百
二
十
六
万
二
千

円
に
対
し
老
人
療
養
諸
費
は
五
億
五
千

五
百
十
七
万
四
千
円
で
全
体
の
二
七
・

七
%
(
全
国
二
五
%
)
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
九
・
六
%
の
老
人
が

-

O

i

 

給

付

r
一

、
¥
1

支
数

9

一

¥

費
者
(
一
¥

療
象

3

一¥

医
対
羽
一
¥

臥

伊

31¥¥

じ
じ
u
k寸
l
'

老人医療費の支給状況
(昭和50年度)

二
七

・
七
%
の
医
療
費
を
使
用
す
る
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

我
が
国
全
体
で
は
七
十
歳
以
上
の
老

人
の
比
率
は
、
約
五
%
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
国
保
以
外
の
健
康
保
険

な
ど
で
は
七
十
歳
以
上
の
老
人
は
約
三

%
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
国
保
に
老
人
が
多
く
加
入
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
支
給
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

五
十
年
度
、
高
額
療
養
費
と
し
て
支

給
し
た
件
数
は
二
千
八
百
二
十
一
件
、

支
給
し
た
額
は
八
千
三
百
九
十
万
七
千

円
で
す
。
こ
れ
を
一
か
月
に
平
均
し
て

み
ま
す
と
件
数
で
は
二
百
三
十
五
件
、

支
給
し
た
額
は
、
六
百
九
十
九
万
二
千

円
に
な
り
ま
す
。

を
ご
ら
ん
に
な
り
正
し
い
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い

。
届
出
の
手
続
き
は
、
市
役

所
市
民
謀
、
豊
殿
支
所
、
塩
田
支
所
、

年
度
か
ら
改
正
さ
れ
被
保
険
者
に
異
動

が
あ

っ
た
す
べ
て
の
場
合
に
月
割
課
税

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
保
険
税
の
計
算
〔
譲
渡
所
得
や

川
西
支
所
で
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
。

〈
早
い
届
出
を
〉

世
融
市
の
中
で
国
保
に
加
入
し
て
い
る

方法

金額

円)x去子

家屋の固定資

産税)×fr

き 3，500円

4，100円
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国保f
『

人
へ償
保
険
者
}
の
資
絡
に
異
動
が
あ
っ

号
た
と
き
は
世
帯
主
が
十
四
日
以
内
に
局

内，，η
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第

「
ん
よ
を
こ
ら
ん
く
だ
さ
い
)

一
〈
社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き
〉

一
国
保
の
保
険
証
で
病
院
、
医
院
で
診

一
療
を
う
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
必

一
ず
新
し
い
社
会
保
険
な
ど
の
保
険
証
で

鈎

診

療

を

う

け

て

く

だ

さ

い

。

も

し

喜

朗
酬
の
な
く
な
っ
た
人
が
国
保
の
保
険
証
を

加
樹
使
、
っ
と
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
う
ち
七

U
N
H
q
o
 

崎

明

割

(
保
険
者
負
担
分
)
を
市
に
返
還
し

一

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
こ
の

たえつ一ー(9)ー一一昭和52年 2月16日(国保だより特集)広 報

繰越金33.998千円

その他の収入10.

返
還
分
は
勤
め
先
の
担
当
者
と
ご
相
談

さ
れ
社
会
保
険
事
務
所
へ
療
養
費
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い

。

〈
医
療
機
関
の

窓

口
で
は
保
険
証
の
変

更
を
は
っ
き
り
申
し
出
て
く
だ
さ
い
〉

か
か
り
つ
け
の
病
院
、
医
院
の
窓
口

で
は
新
し
く
加
入
し
た
社
会
保
険
の
保

険
証
を
出
し
て
国
保
か
ら
ぬ
け
た
こ
と

を
は
っ
き
り
話
し
て
く
だ
さ
い
。
社
会

保
険
に
加
入
し
た
直
後
で
、
新
し
い
社

会
保
険
の
保
険
証
が
な
い
と
き
に
病
院
、

医
院
で
診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
勤
め

先
の
担
当
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

届

〔国

国
保
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
住

所
を
異
動
し
た
り
、
新
し
く
社
会
保
険

に
加
入
し
た
と
き
は
、
次
の
こ
と
が
ら

を
ご
ら
ん
に
な
り
正
し

い
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
届
出
の
手
続
き
は
、
市
役

所
市
民
課
、
自
且
殿
支
所
、
塩
田
支
所
、

年
度
か
ら
改
正
さ
れ
被
保
険
者
に
異
動

が
あ
っ
た
す
べ
て
の
場
合
に
月
割
課
税

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
保
険
税
の
計
算
〔
譲
渡
所
得
や

専
従
者
給
与
に
つ
い
て
は
特
別
控
除
は

あ
り
ま
せ
ん
〕

五
十
一
年
度
の
保
険
税
の
算
定
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
計

算
さ
れ
た
保
険
税
の
年
税
額
が
十
五
万

円
を
こ
え
る
場
合
は
十
五
万
円
に
と
ど

め
ら
れ
ま
す
。

所
得
割
を
計
算
す
る
場
合
、
土

地
な

マ
被
保
険
者
に
異
動
が
生
じ
た

場
合

ど
の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
所
得
税

は
、
月
割
課
税
に

や
市
県
民
税
で
は
特
別
控
除
が
あ
り
ま

い
ま
ま
で
、
保
険
税
の

賦
課

期

日

(

四

す

が

、

保

険

税

の
算
定
に
つ
い
て
は
必

月
一
日
)
以
後
の
納
税
義
務
者
の
資
格
要
経
費
を
控
除
す
る
だ
け
で
特
別
控
除

の
取
得
と
喪
失
な
ど
と
家
族
の
7
ち
だ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
専
従
者
の
給

れ
か
が
他

の
社
会
保
険
か
ら
国
保
の
被
与
に
つ
い
て
も
所
得
税
や
市
県
民
税
で

保
険
者
と
な
っ
た
場
合
、
ま
た
は
他
の
は
控
除
を
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
保

社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合
の
み
月
割
険
税
の
算
定
に
つ
い
て
は
専
従
者
の
給

課
税
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
五
十
一
与
は
所
得
に
な
り
ま
す
。

苦しい国保の台所

保険税は大切な財源

ご理解とご協力を

交
通
事
故
の
国
保
利
用
は
必
ず
届
出
を

交
通
事
故
な
ど
他
人
の
不
法
行
為
で

ケ
ガ
を
し
て
医
療
機
関
で
手
当
を
受
け

る
と
き
は
、
国
保
に
よ
る
診
療
が
う
け

ら
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
ま
ず
病
院

や
医
院
な
ど
に
申
し
出
て
、
次
に
市
役

所
国
保
年
金
謀
に
連
絡
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い

。

第
三
者
(
他
人
の

)
行
為
に
よ
る
事

放
が
お
き
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
被
筈

の
届
出
(
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
)

を
す
る
こ
と
が
、
世
帯
主
と
被
保
険
者

の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
者
行
為
に
よ
る
医
療
も

一
般
の

医
療
と
同
様
に
国
保
の
給
付
の
対
象
と

な
る
こ
と
に
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て
医
療
を
受
け

川
西
支
所
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

〈
早
い
届
出
を〉

世
幣
の
中
で
国
保
に
加
入
し
て
い
る

国保税の計算の方法
所得割

(前年中の総所得金額 3 

一基礎控除額19万円)x千百
資産割

(本年度の土地・家屋の固定資

産税)xー百F

3，500円

4，100円

こんなときには、届出を 届出に必要なもの

0転入したとき。 印鑑

国保に 。勤険務)先をやの健め康た保と険き。(社会保 印鑑、社会保険資格段失証明書
l主L、る

場合
0子どもが生れたとき。 印鑑、保険証、母子手帳

o生活保護が廃止されたとき。 印鑑、生活保護廃止通知書

0転出のとき。 印鑑、保険証

国保を 。勤険務)先に加の健入康し保た険とき(社。会保 印(鑑社会、保保険険証資格取得証明書)
やめる

場合
0死亡したと き。 印(鑑死亡、保診険断証書、 または死亡証明書)

0生活保護が開始されたとき。 生印鑑活保、保議険決証定通知書

0市内で住所が変ったとき。

0加入者の氏名が変ったとき。

0世帯主が変ったとき。
印鑑、保険証

0世帯の合併、分離のとき。

0保険者証をなくしたとき。 印鑑

0別子弟の保が修険証学がで必他要のな市町と村きに転出するため 在印鑑学証、保明険書証

均等割

被保険者 1人につき

平等割

1世幣当り

た
と
き
は
、
国
保
が
医
療
費
を
病
院
な

ど
へ
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
加
害
者
(
第
三
者
)
が
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
医
療
費
を
上
田
市
の
国

保
が
か
わ
っ
て
支
払
う
も
の
で
す
。
し

た
が
っ
て
立
替
え
て
支
払
っ
た
医
療
費

(
損
害
賠
償
金
)
の
請
求
は
国
保
が
被

害
者
(
被
保
険
者
)
に
か
わ
っ
て
、
加

害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
軽
い
病
気
や
ケ
ガ
で
も
必
ず

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

。
届
出
先
は
市

役
所
国
保
年
金
課
窓
口
十
七
番
で
す
。

こ
の
と
き
、
融
曾
察
の
事
故
証
明
や
一
不
談

が
成
立
し
て
い
る
と
き
は
示
談
番
な
ど

第
三
者
行
為
の
証
明
に
な
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
ら
印
か
ん
と
い

っ
し
ょ
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

不
明
な
こ
と
や
、
相
談
し
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
民
生
部
国
保
年
金

課
国
保
係
(
宮
@
四
一

O
O
内
線
二
八

二
有
線
②

O
七

一
一
)
か
交
通
相
談
室

(
宮
@
四

一
O
O
内
線
二
七
七
)
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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を
み
ま
す
と
、
昭
和
四
十
七
年
ま
で
は

男
女
と
も
全
国
の
死
亡
率
を
上
ま
わ

っ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら

は
女
性
の
胃
が
ん
が
か
な
り
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

田
円
の

検
診
を
受
け
よ
、
っ

ー
回
同
が
ん
死
亡
者

実
態
調
査
か
ら
|

毎
年
叩
人
が
死
亡

{男)上田市

コ〆乙閣全国
男よ田市がん死亡皐{爾}
輿全国がん死亡率(胃)

一女よ田市がん死亡率(縄}
女全国がん死亡率{宵}

バ ー トプー -~-ー-~~←~ー・~川

3月1日 上
回
市
で
は
毎
年
間
の
集
団
検
診
を

行
い

、
円
が
ん
の
早
期
発
見
、
治
療
を

め
ぢ
し
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年
以
降
、
毎
年
約
四
十

人
、
多
い
年
は
五
十
人
以
上
の
人
が
胃

が
ん
で
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
胃
が
ん

の
原
因
は
何
か
、
ま
だ
は

っ
き
り
わ
か
リ

ま
せ
ん
か
、
食
生
活
が
影
響
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

報

円

か

ん

で

亡

く

な

っ
た
人
が
胃
の
検

広

診
を
受
け
て
い
た
の
か
ど
う
か
を
調

べ

一
る
た
め
に
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
五
十

一
年
ま
で
の
四
年
間
に
胃
が
ん
で
亡
く
な

mw
移

問山町

唯

ロ
使

庁仏

咋

酬

率

抑
M
H

亡

川河川

死

一

ン

一

方

一

胃
-

る

-

み

J

一

お
市

幻

回
7

上

郡

l

j

-

悶

凶

伊

自号

十
人
中
七
人
が

っ
た
人
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

一、

調
査
方
法
|
家
庭
訪
問
を
行
い
ご

遺
族
か
ら
の
聞
き
と
り
調
査
に
よ
る
。

二、

調
査
項
目

山
胃
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
、

ω受
け
た
人
は
い
つ
ご
ろ
受
け
た
か
、

ω受
け
な
か

う
た
人
は
な
ぜ
受
け
な
か

っ
た
か
、

川
間
年
齢
冊
、
そ
の
他

主
に
こ
れ
ら
の
四
項
目
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

図

1

男
女
別
に
胃
が
ん
死
亡
率

(
人

口
十
万
人
に
対
し
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
何

人
が
胃
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
る
か

)

市

ピ
田上女

胃
検
診
受
け
ず

図

2

四
年
間
に
胃
が
ん
で
亡
く
な

っ
た
百
五
十
九
人
の
う
ち
三
十

一
人
(一

九
・
五
%
)
だ
け
が
胃
検
診
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。
じ
つ

に
十
人
中
七
人
は

一
度
も
胃
検
診
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
。

で
は
、
受

け
た
人
は
い
つ
ご
ろ
受
け
た
の
か
を
調

べ
て
み
ま
す
と
、
三
十
一
入
の
う
ち
半

数
は
四
年
以
内
に
受
け
て
い
ま
す
が
、

こ
の
人
た
ち
が
不
幸
に
も
亡
く
な

っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
胃
検
診
で
発
見
さ
れ

た
時
に
は
胃
が
ん
が
か
な
り
進
ん
で
い

て
手
お
く
れ
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
毎
年
受
け
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど

ミL

，一一ーー「
48 49 50 

胃ガン死t者の胃検診の有無

胃ガン死亡者はなぜ
宵検診を受けなかったか

47 

一

「
柑44 

%
H
m
u

同
μ

附
山

図2

図3

い
ま
せ
ん
。

図

3

な
ぜ
胃
検
診
を
受
け
な
か
っ

た
か
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

十
人
の
う
ち
六
人
が
「
無
関
心
」
で
す
。

ま
た
、
わ
ず
か
で
す
が
寝
た
き
り
で
受

け
ら
れ
な
い
状
態
の
人
も
い
ま
し
た
。

検
診
を
受
け
ず
に
い
る
と
、
発
見
さ
れ

た
時
は
す
で
に
手
お
く
れ
と
い
う
状
態

に
な
り
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
が

も
っ
と
ひ
ん
ぱ
ん
に
二

年
に

一
回
は

)

検
診
を
受
け
て
い
た
ら
早
期
が
ん
と
し

て
発
見
さ
れ
て
治
療
を
‘つ
け
て
い
た
で

し
ょ
、つ
。

年
齢
を
み
て
も
二
十
歳
代
の
人
が
亡

く
る

っ
て
い
る
こ
と
か
ら

「
ま
だ

が
ん

に
な
る
年
齢
で
は
な
い

」
な
ど
と
々
え

ず
進
ん
で
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
若

い
人
ほ
ど
が
ん

の
進
行
も
早
く
、
悪
性

で
あ
る
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
で
亡
く
な
る
不
幸
な
人
を
少
し

で
も
減
ら
す
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
人

が
す
す
ん
で
胃
検
診
を
受
け
る
よ
う
お

す
す
め
し
ま
す
。
故
後
に
こ

の
調
食
に

あ
た
り

ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た

ご
遺

族
の
み
な
さ
ま
に
坪
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

(協
力
、
長
野
県
胃
集
検
読
彩
小
委
員

会
)

ガ
ン
死
亡若
年
層
に
も

図

4

年
齢
を
み
ま
す
と
五
十
五
歳

l
七
十
九
歳
の
人
が
最
も
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
年
に
上
田

市
で
は
二
十
七
歳
、
二
十
九
歳
、
三
十

三
歳
と
若
い
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
か
ら
胃
が
ん
で
亡
く

な
る
人
は
胃
検
診
を
受
け
な
い
人
、
ま

た
、
一

回
受
け
れ
ば
二

1
三
年
は
大
丈

夫
と
思

っ
て
い
る
人
に
多
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
国
同
が
ん
は
相
当
進
行
し
な

い
と
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
つ

い

「胃
に
は
自
信
が
あ
る
」
「
自
分
だ
け

は
胃
が
ん
に
は
な
る
ま
い
」
と
患

っ
て

凶4上田市の胃がん年齢別死t数
( 4か年)
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